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マーカー検査１ 事前に得ていた情報 ②入手源

医療施設へ行く前に、母体血清マーカー検査について何か情報を得ていたと回答した人に、（情報や内容を得ら
れたのは）「それは誰からですか」と尋ね、記述式で回答してもらった。また、「それは何からですか」と尋ね、「イン
ターネット」「雑誌・書籍」「テレビ」「その他（具体的に）」の選択肢から複数回答で回答してもらった。

• 医療機関調査では「事前の情報を得ていた」と答えた28名のうち11名の記入があった。

• 保育園調査では「事前の情報を得ていた」と答えた55名のうち22名の記入があった。

• 「それは誰からですか」という質問については、医療機関調査では「知人・友人」「医療者」という回答が多く、「家
族」も若干あった。このうち、友人には「検査をした」人に限定した記述もあった。家族は「夫」と「親」だった。その他
に自分自身の経験・知識という回答もあった。

• 保育園調査でも「知人・友人」「医療者（「知り合いの医師」も含む）」という回答が多く、「家族」が若干あった。家族
は「親」のみであり、友人には「検査を受けた友人、受けなかった友人」という記述があった。その他、「自己学習」
や「自分で」、 「本人が医療職のため、教育を受けた」などの回答があった。

、

し
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マーカー検査２ 医療者からの説明 ①具体的内容

医療者から母体血清マーカー検査の目的、方法、リスクなどについて、口頭や資料なども含め、何らかの説明
を受けたと回答した人に、「それはどのような内容でしたか」と尋ねた。

• 具体的内容を記述していたのは医療機関調査では16名、保育園調査では48名であった。このうち、「覚えて
いない」「忘れた」といった記述もあった。

• 説明の具体的な内容については、保育園調査のみ「目的・方法・リスクの説明があった」と記述された回答が
あった。結果が、「確率で出る」こと、「確実ではない」ことなど、検査結果の示され方について書かれた回答も
あった。

• 異常（染色体異常・先天異常を含む） ・障害・ダウン症などの単語もいくつかみられた。

• 「費用についての説明があった」という記述も複数みられた。

• 説明の仕方として、資料やパンフレットなどを渡された、と回答した人も複数いた。

• 検査を受けることに対する医療者の意見や姿勢について書かれた回答もあった。その内容はつぎの3タイプ
に分けられた。①受ける必要はない、②「希望があれば」など、受けるか受けないかは、妊婦が選択すべき検
査である、③「心配があれば」「リスクが高い」「高齢出産なので」など、何らかの条件にあえば検査を勧める。
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マーカー検査６ 検査を受ける／受けないかを誰が決めたか
【保育園】

「母体血清マーカー検査を受けるか、受けないかを誰
が決めましたか」と尋ね、「あなた自身」「配偶者」「医
師」「その他（具体的に ）」の4つの選択肢から複数回
答で尋ねた。

回答の組み合わせをみると、保育園調査では、回答
のあった235名のうち、92名（39.1%)が「あなた自身」が
決めたと回答し、「あなた自身」と「配偶者」が54名
（23.0%)、「医師」のみが42名(17.9%)、「あなた自身と医
師」が8名(3.4%)、「あなた自身と配偶者と医師」と「配偶
者」のみが数件ずつあった。「その他」のみは33名
(14.0%)であった。

医療機関調査と保育園調査でやや数値に差がある
が、母体血清マーカー検査を受けるかどうか「あなた
自身」が決めたという回答がどちらも最も多くなった。
一方で、「医師」のみという回答も、両者とも比較的多く
あることが注目される。

ただし、無回答が143名と、かなり多かった。とくに検
査を受けなかった人は、受けるか受けないかを考える
機会がなく、誰かが決めたという意識がないなどが予
測されるため、今後さらに検討していきたい。

図B-7 保育園 マーカー検査 受ける/受けないかを決めた人

n=235、ただし、無回答143をのぞく
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